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質や分布範囲の記載については基本的に北村四郎 ･村田 源著 ｢原色 日本植物図鑑,木本編 Ⅰ,I｣5)
を参考にしたが,必要に応じて佐竹義輔 ･原 寛 ･亘理俊次 ･冨成忠夫編 ｢日本の野生植物,木本Ⅰ,
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散孔材｡道管は直径が 50〃m以下で,年輪始めに接線状に 1列に並び環乳状 となる｡道管は徐々に



































































は分布数 ･直径 とも最大で,外側に向かって徐々に大きさを減 じ,年輪外項で直径 20FLm前後の道管
が 2-数個接線方向に並ぶ傾向がみられ,半環孔性を里する｡道管は階段穿孔を有し,道管尾部にかす
かならせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さく交互状ないし対列状｡軸方向柔細胞









散孔材｡道管は直径 50〃m 以下で,配列は接線方向に向かう傾向が著 しく,また年輪に沿って道管




横長の対列状｡放射組織は異性 Ⅲ型で 1-4列 となり,高さは 0.5mm以下｡直立細胞は大形で目だ
つ｡ ビスフレックがよくあらわれる｡
分布範囲は暖帯｡本州 (山形県,宮城県以南),四国,九州に自生する常緑低木｡辺 ･心材の区別な





散孔材｡年輪始めの道管は直径 60-70/`mで他より大きく環礼状 となる｡接線方向に 1列に連なっ
た道管が 1年輪内に何本もみられる｡道管は階段穿孔を有 し,階段数は30以上となる｡道管側壁に対列
壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔は対列状および交互状 となる｡放射組織は異性 Ⅰ,Ⅲ,Ⅲ型で
1-5列となり,高さはほとんど 1mm以下でときに 1mm を越える｡
分布範囲は暖帯｡四国 (高知県錦山)に自生する落葉低木｡高さは 1-3m となる｡
ベニ ドゥダン (チチブ ドウダン)(Enkianlhu∫cernuu∫Makinof.ruben∫Ohwi)(写真89頁)
散孔材｡年輪始めの道管は直径 60/Jm で他よりやや大 きい｡接線方向に一列に配列 した道管が 1年
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状｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は混在型で 1-6列となり,高さは 2mm 以下o平
伏細胞は大型で直立状となる｡




























































散孔材｡直径 100〃m以下の道管が 2-6個放射状および塊状に複合 して平等に配列するが年輪始め
でその数が多い｡道管は階段穿孔を有し,階段数は20以内｡道管側壁に交互壁孔および対列壁孔がみら
れる｡軸方向柔細胞は短接線状となる｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さく多い｡放射組織は異性]
型で 1- 3列となり,高さはほぼ 1mm以下でしばしば2個の放射組織が上下に連結する傾向がある｡
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よび対列状となる｡放射組織は異性 Ⅰ型およびⅡ型で 1-2列ときに3列で,高さは通常 1mm 以下







































散孔材｡道管の直径は 50-60/`m 以下で非常に小さい｡道管は階段穿孔を有 し,階段数は通常50以
下であるが,ときに70に達する｡道管と木繊維にやや不明瞭ならせん肥厚がみられる｡道管放射組織間
には対列壁孔や階段壁孔がみられるほか縦一列に壁孔がならぶ｡軸方向柔細胞にしばしば結晶が認めら














木材研究 ･資料 第35号 (1999)
タンナサワフタギ (sLymPlocoSCOreanaOhwi)(写真116頁)

















































具,鏡板,内部造作),家具 (洋家具,陳列棚,仏壇),合板 (表板,装飾単板),器具 (指物,算盤の

























































紋様孔材｡直径 50Jm 以下のきわめて小さい道管が多数集合 し,年輪界に無関係に火炎状,x字状
などの紋様状に配列する｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞が 3-
















































木材研究 ･資料 第35号 (1999)































さく多数｡放射組織は異性 Ⅱ型 とⅢ型で 1-3列となり,高さは 1mm 以下｡柾 目面で直立細胞の接





































































































環孔材｡道管は孔圏部で直径 100-120Jmのものが 2-3列に並び,孔圏外では 50〃m前後とな
り,単独ないし2-10個放射状,塊状に複合する｡道管は単穿孔を有し,壁はやや厚い｡道管側壁に交
互壁孔｡隔壁木繊維がみられる｡道管放射組織間壁孔はやや大きくふるい状となる｡放射組織は異性Ⅲ














































































































散孔材｡直径 50FLm の道管が単独ないし2-5個放射状ないし斜線状に複合 して平等に分布する｡
道管は階段穿孔で,階段数は70以上に達する｡道管の内壁にらせん肥厚がみられる｡木繊維の内壁にも
らせん肥厚がある｡軸方向柔細胞は散在状ないし短接線状｡放射組織は異性で平伏細胞と高さの高い直






























































散孔材｡道管は直径が 50Jm 以下であるが,年輪始めの道管は接線方向に 1列となり,他よりやや
大きく環礼状を呈する｡道管は階段穿孔を有 し,階段数は50以上となる｡道管側壁に階段壁孔,内壁に
らせん肥厚がみられる｡木繊維にもらせん肥厚が存在する｡軸方向柔細胞は散在状であるが少ない｡道
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木材研究 ･資料 第35号 (1999)






























































































































































































































































木材研究 ･資料 第35号 (1999)
クロツバ ラ Rhamnu∫dauricaPal.
(クロウメモ ドキ科 Rhamnaceae)
(×260)
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(×160)
伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V
ネコノチチ Rhamnelafranguloide∫Weberb.
(クロウメモドキ科 Rhamnaceae)
(×260) (×160)
